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プ ラ ネ タ リウム に お け る マ ル チ メ デ ィ ア の活用

毛利勝廣　鈴木雅夫　北原政子 （名古屋市科学館学芸課天 文係）

　名古屋市科学館 プラネ タ リウム は 1962年 の 開館 以来、学 芸員ス タ ッ フ に よ るオ リジナ ル

番組を月変 わり で作成 し生解説 で投影 を行 っ て きた 。 番組 は天文に関係する 様々 な分野か

らテ ーマ を選 択す る 。 その 中に は天 体の変化や衝 突 など動 き を含 むもの や、刻々 と状況が

変化 し即時性が要求 される もの がある 。 そこ で科学的 なデータに基づ い た コ ン ピ ュ
ー

タ
ー

グラ フ ィ ッ ク ス を製作 し、イン タ ーネ ッ トを用 い て情報 を収集 して毎 日の プ ラネ タ リウム

で活 用 して い る 。

　本論で は作成 した コ ン ピュ
ー

タ
ーグラ フ ィ ッ クス や 使用 したイ ン ターネ ッ トか らの 情報

の 紹介 とプラ ネタ リウム での 活用 、 映像作成に 当た っ て の 社会教育施設 と研 究施設の 連携

に つ い て述べ る 。

1．名古屋 市科学館 プラ ネ タ リ ウム

　名古屋市科学館は 1962年11月、名古屋市市制70周年記念事業の
一

環 と して 建設 され 、

1962年に プラ ネ タ リ ウ ム を含む天文館か らス タ
ー トした。 現在で は理 工館 、生命館 と と も

に 国内で も有数の 規模の 総合科学館 とな っ て い る 。

　プラ ネタ リウ ム は直径 20m の 大型平面床 ドーム の 中に見学者席が 450席 。 プ ラネタ リウ

ム投影機は ドイ ッ 、カ
ー

ル ッ ア イス社製の 】V型 で ある 。 周辺機器は 時代の 変遷 と共 に増 強

され て きた 。 ド
ーム 内には 40台以上 の ス ラ イ ド投

影機や天体現象 を再現 する特殊投影機が設置さ

れ 、 全 て コ ン ピ ュ
ー

タ
ー制御される 。 音響は ドー

ム 内の 20箇所 以上 にス ピーカ ーを設置 しデジ タル

シ グナ ル プ ロ セ ッ サー
に よ り音場の 設定や 音像移

動 を行 う。 昨年 ビデ オ プ ロ ジ ェ ク タ
ーが設置 され

ド
ー

ム 内の 4 方向に動画を映 し出せ る よ うに な

り、その うち 2 台は 自由な方 向に投 影す る方向 を

変 え られ る、 目本で も ト ッ プク ラス の装置 を備 え

る に至 っ た
。

名古屋市科 学館 プ ラネタ リウム

　年間見学者数は こ こ数年で約35万 人 。 個入見学者の 内 、 大 人の割合 は60パ ーセ ン ト以

上 、 また リピー
タ

ー
も70パ ーセ ン ト以上 で あ る 。 子供か ら大人 まで 全て を対象とする科学

館 で あ るが 、絶対的 な人数に加 えて 、 大人の リ ピ ー
タ

ー
が 多 い の が 当プラネ タ リウ ム の 特

徴 で ある 。

　投影 内容 は い わゆ る生解説方 式で あ る 。 その 日の 夜 に見 える星 を解 説 し、さ らに様 々 な

天 文の 話題 を取 り上 げて解説す る 。 と りあげる天文の話題は 毎月変更する 。 月変わ りの
一

般投影 に加 えて 学習番組や コ ン サー トなど年間 20番組ほ どを全 て 天 文の 専門職員の 手で作

り上 げて い る 。 そ の た め に 暗室 や 音響ミ キサ ー
、 デ ジタ ル ビデ オ編 集装 攪 も設置 され 、学

芸員 は生解説の か た わ ら、翌月の 番組制作 を行 っ て い る 。 自分たちで作 っ た映像 や調 べ た

内容 を自分 たちで毎 回生解説 す る 。 こ れが当館 プラ ネタリウム の ス タイル で ある 。
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2．イ ン タ
ー ネ ッ トの 活用

　 1994年の シ ュ
ーメ

ー
カ

ー ・レ ビー第 9彗星の 木星衝突以来、天文の分野で は イン タ
ー

ネ ッ トで の 情報が 以前に も増 して重 要に な っ た 。 新天体の 発見等は 、 IAUC （国際天文

連合サ
ー

キ ュ ラ
ー）が電子 メ ール で 送られて くる 。 他に もNASA や 日本天 文学会、国立

天文台 …　　 の メ
ーリン グ リス トか ら貴重な情報が送 られて くる 。 生解説で プラネ タリウ

ム を行 っ て い る の で 、 ビ ッ グ ニ ュ
ース に はす ぐその 場 で対応 し見学者 に解説 して い る 。 新

聞や テ レ ビ の 速報 とは違 い
、 学芸員が そ の 時調べ られ る だけ の

一
次情報 を集め た上で 、 伝

達で はな く解 説 をする。 そ の情 報収集 にイ ン ターネ ッ トは大きな役割 を担 っ て い る 。 特に

シ ュ
ーメ ーカー レビー第 9彗星の 衝突の

際 に は 、 世界の 天文台か ら衝 突の 生 々 し

い 映像が次々 とWWW で 公開され た 。 当

時 はイ ン タ
ーネ ッ トの 設備が整 っ て い な

か っ た ため 、 フ ロ ッ ピー
や ハ

ー
ドデ ィ ス

ク を持 っ て走 り回 っ て プラ ネ タ リウ ム で

の解説に備えた 。

　現在で はイ ン タ
ーネ ッ トの情報や 映像

をプ ラネタリウムで 解説に利用 す る だ け

で は な く、 WWW ペ ージ を作成 して 情報

発信 に も活用 して い る 。 　　　　　　　　　 シ ュ
＿メ＿ヵ＿．レ ビ＿第 g彗 星の 木星 衝突 映像

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ス ペ イン 、カ ラ ル ア ル ト天文台よ り

3．コ ン ピ ュ
ー

タ
ー

グ ラ フ イ ッ ク ス の 活用

　 プラ ネ タ リ ウ ムや 望遠鏡で 天体を見る市民観望会 な どで、天体現象 を正 し く、そ して よ

りわ か りや す く解 説する ため に コ ン ピュ
ー

タ
ーグラ フ ィ ッ ク ス に よる 動画 を作成 して 活用

して い る 。 製作 には 、 名古屋 大学情報文化学 部の 安 田孝美助教授 と郵政省通信総合研 究所

の 吉川真主任研 究官 らの協力 をい た だ い て い る 。

　 1994年に は シ ュ
ー

メ ーカ

ー ・レ ビー
第 9彗星 の木星

衝 突を可視化 した 。 まず数

値演算で彗星 の 軌道 を100

年前 まで さかの ぼ っ た 。 そ

の結果、彗星 が 木星 の重 力

圏 に捕 ま り、 潮汐力 に よ っ

て砕か れて 、約20個の 破片

に な り、 衝 突を して い く過

程を様々 な視点か ら見 る コ

ン ピュ
ーターグラ フ ィ ッ ク

ス 動画 がで きあが っ た 。 軌

道計算 を吉川 真氏 、SGI社

製 ワ
ー

ク ス テ
ー

シ ョ ン の プ

ロ グラ ミ ン グ等を安田孝美

氏や 名古屋大学の 大学院

生 、 企画 や基礎 に なる天体

1994年に作成 した シュ
ーメーカー・レ ビー第 9彗星 の木 星衝突 の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ ン ピ ュ
ーターグ ラフ ィ ッ クス 映像
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デ
ー

タ 、 ビデ オ 編集を筆

者らが担当した 。 で きあ

が っ た映像は 、 1994年7月

の プ ラネタリウムや市民

観望会で の 活用の み な ら

ず、20 を越すテ レ ビ番組

で の放映 、 そ して ハ イ ビ

ジ ョ ン放 送 に もな っ た 。

さらに こ の 事例は NIC

OGRAPH ， 94 や第

36回科学技術映像祭な ど

に入選 した 。

　1995年に は土星 の環 の

消失 をと りあげた 。 土星

の環 がほ とん ど見 えな く

なる とい う15年ぶ りの現

象 を、 コ ンピ ュ
ー

タ
ーグ

　　　　　 　　　　　　 　　 1995年に作成 した土星の 環の 消失の コ ン ビュ
ーターグ ラ フ ィ ッ ク ス 映像

ラ フ ィ ッ ク ス の 利点を生 か

して様 々 な視点か ら観察で きる映像に した。 製作は同 じメ ン バ ーの 協力に よ り行われ 、

1994年8月の プラネ タ リウ ム や市民観望会 、 そ し て テ レ ビ放送で 活用 され た。現在は大彗

星か ？と期待 され て い る ヘ ー
ル

・ポ ッ プ彗星 の 映像 を製作 して い る 。

4．マ ル チ メ デ ィ ア 活用 と協 力体制

　社会教育の 申で もプラネタリウ ム は最 もマ ル チ メデ ィ ア 的な施設で あ る 。 プラネタ リウ

ム の 星空 は 、
い わ ゆ るバ ーチ ャ ル リア リテ ィ で あ り、音楽や風景映像に よ り様 々 な場面 で

の 星 を楽 しみ、天文学の 話題 に耳 を傾ける 。 プラ ネタ リウ ム の 星 と
、

ス ラ イ ド、 ビデオ 、

特殊投影機 、
マ ル チサ ウ ン ドを活用す るプ ラネタ リウム 投影の 内容は 、本質的に マ ル チ メ

デ ィ アで ある 。 さ らに、近年の イ ン タ
ー

ネ ッ トや コ ン ピ ュ
ー

タ
ーグ ラ フ ィ ッ ク ス 技術の 進

歩で 、 よ りリ アル に天体現象 を扱 うこ とがで きる ようにな っ た 。

　さ て 、 多数の 見学者に わか りやすく天体現 象の 本質 を理解 させ 、 理 解する こ との 楽 しみ

を伝 えるの が、我 々 ス タ ッ フ の 使命で ある 。 その際、現在世の 中に存在する最 高の 手段 や

市民観望会の 様子

　 会場 に は約 20QO人の 市 民 が訪 れ て い る

市 民観 望会 の 様子

作成 した CG を用 い て 天体 現象 を解 説 す る
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デー
タ を用 い るべ く、研 究機関で ある名古屋大学や通信総合研究所に協力 を求め た 。 軌道

計算、
コ ン ピ ュ

ーターグラ フ ィ ッ クス 、天文教育 、 それぞれ の 分野 の ス ペ シ ャ リス トの 協
力 に よ りで きあが っ た映像は 、な ん らの予算の 授受を行 っ て い ない の も特徴で あ る。 なぜ

な らお互 い に協力した分野は 、 それぞれの 専門分野だか らで ある 。 で きあが っ た映像 は、
軌道計算の学会発表で 使用 され 、

コ ン ピ ュ
ーターグ ラ フ ィ ッ クス の 活用例 と して評価 さ

れ 、 社会教育の 場で 実際に活用 して い るか らで ある 。 また作曲家大河内俊則氏 の 音楽 を付
けた シ ュ

ー
メ ーカ ー ・レ ビー

第 9彗星 木星衝 突の CG の 最終バ ージ ョ ン は 日本天文学会 か

ら教材 と して頒布 され 、主に大学の 天 文の 講義で 活用 され て い る 。 中部通産局の マ ル チ メ

デ ィ ア研 究会で は映像 の CD −ROM 化 もされた 。 さ らに NHK に よ っ て ハ イ ビジ ョ ン 化

もさ れた 。

　
一

つ の マ ル チ メ デ ィ ア コ ンテ ン ツ を様々 な分野の専 門家が集 まっ て製作 し、さまざまな

形で 活用 されて い く。 今後 もこの協力関係を続けて名古屋市科学館 プラ ネ タ リ ウム か らの

情報発信 を続けて い きたい 。
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